
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
南台病院 広報誌      
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新年のご挨拶 

南台病院 院長  下山 克也  
明けましておめでとうございます。 

2018 年（平成 30 年）の年頭にあたり、ご挨拶させていただきます。 

 

南台病院は、地域の皆様に親しみを持たれ、気軽に利用していただける病院を目指して

います。そのことを皆様に理解していただけるように、さまざまな形で広報させていただ

いていますが、まだまだ南台病院は黎明会の施設に入所されている方々の病院であり、一

般の人は診てもらえない病院であるといった誤解があるようです。今後もこの「みなみか

ぜ」などを通じて、皆様方にご理解していただけるようにいたします。 

 お悩みの症状や病気で、外来を受診していただき、相談していただければ当院で対応が

可能か判断し、対応できない場合には、対応できる施設をご紹介させていただきますので、

ぜひご利用ください。また、無料健康相談も定期的に行っていますので、ぜひご利用くだ

さい。 

今年もよろしくお願いします。 

「無料なんでも健康相談」のご案内 
 

日 時：毎週水曜日、午後 3 時～3 時 30 分 

場 所：南台病院 外来診察室 

※事前の予約は不要ですので、受付窓口又は外来看護師まで、お気軽に声をお掛け下さい。 

実施日 担 当 実施日 担 当 

1 月 10 日(水) 勝見副院長 1 月 24 日(水) 看 護 部 

1 月 17 日(水) リハビリテーション科 1 月 31 日(水) 薬 剤 科 

※過去の相談内容：介護保険の申請方法について 

家族が認知症となり、どう関わっていけば良いか 

          特養と老健とはどのような違いがあるのか   など 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当院では毎週土曜日の午前・午後とも外来診療を行っております。ご利用下さい。 

診療受付時間（月曜日～土曜日） 午前：8 時 30 分 ～ 11 時 30 分  午後：1 時 ～ 4 時 

社会福祉法人黎明会 南台病院  〒187-0032 東京都小平市小川町１－４８５ 

電話番号：042-341-7111（代）  ホームページ：http://www.minamidaihp.jp/ 

高齢者対象季節性インフルエンザ予防接種の 

接種費用の助成の期間延長について 

 インフルエンザ予防接種の実施期間の接種費用の助成期間が、下記のとおり延長となりま

した。詳しくは、当院医事課までお問い合わせください。 

実 施 期 間 平成 29 年 10 月 15 日～平成 30 年 1 月 31 日 

実施対象者 接種日に満 65 歳に達している方 

  60 歳以上 65 歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器、ヒト免疫ウィルスによる免疫 

  障害を有し、日常生活が極度に制限される方 

対 象 市 立川市、昭島市、小金井市、小平市、東村山市、国分寺市、国立市、狛江市 

東大和市、清瀬市、武蔵村山市、東久留米市、西東京市 

「セルフメディケーション税制」について、ご存知ですか？       薬剤科 

セルフメディケーション税制とは？ 

従来の医療費控除制度の特例として、2017 年 1 月から新たに施行されました。 

健康維持増進等の取り組みを行い、対象となる OTC 医薬品（一般用医薬品で薬局等で販売され

ている医薬品）の年間購入額が、「合計 12,000 円」を超えた場合に適用される制度です。 

 

対象者になる人は？ 

特定健康診査、予防接種、定期健康診断、健康診査、がん検診のいずれかを受けており、対象の

OTC 医薬品を購入した人。 

対象のＯＴＣ医薬品は、このマークがパッケージに表示➡     

 

対象額は？ 

対象となる OTC 医薬品の年間購入額が 12,000 円を超えるとき、その超えた部分の金額 

（上限額：88,000 円、生計を一にしている家族の分も含む）が対象となります。 

 

対象期間は、2017 年 1 月 1 日～2021 年 12 月 31 日 

 

従来の医療費控除と併用は？ 

セルフメディケーション税制(医療費控除の特例)と同時に利用することはできません。医療費の

合計が 10 万円を超えなかった人でも、対象となる OTC 医薬品の年間購入額が 12,000 円を超

えれば、セルフメディケーション税制(医療費控除の特例)の適用を受けられる可能性があります。 


